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マタイ福音書11:2-16:12の分析の導入  

OpenAI o1  

- 「悔い改めなさい、天の御国が近づいた」が、マタイの主たるテーマである
- 4:18-11:1は、悔い改めの教えとしるしの奇跡。主イエスが権威をもって知恵と力あるわざを行って悔い改めに
導く
- 11:2-16:12は、主の知恵と力あるわざに対し、主イエスの声に聞き従うのか、つまづくのかが問われている段
落である。
- 大きく二つに分けられる
  - 11:2-19のヨハネの話につづいて、11:20-12:45は力あるわざ、13:1-13:53は知恵の教え
  - 14:1-12のヨハネの話につづいて、14:13-36, 15:21-39は力あるわざ、15:1-20, 16:1-12は知恵
  - どちらもヨハネの話が導入となっている
    - 内容も列王記に書かれているエリヤが行った奇跡や王と戦う姿を連想することが多々書かれている
    - 11:2-19は、悔い改めを訴えるヨハネ　来るべきエリヤ
    - 14:1-12は、偽支配者と戦うヨハネ　エリヤのように偽支配者に攻撃される
- なぜヨハネは「『来たるべき方』はあなたなですか」と問うのか
  - さまざまな解釈がある
    - ヨハネは、本当に約束のメシアなのか疑った
    - ヨハネは、弟子たちを教えるために直接確かめる機会を与えた
    - ヨハネは、メシアは、即刻劇的なさばきをすると期待していたのに落胆している
  - ヨハネは、主イエスがメシアであることも、さばきをなされることも、もちろん疑っていない。
    - マタイ3章のヨハネのことば
  - 「いつまでですか、主よ」という訴えは、預言者に典型的なことばである
    - 「来るべきエリヤ」は、マラキ4:5であり「主の大いなる恐るべき日が来る前に」である
    - また、マラキ3:1を引用する
    - 「天に御国が来る」とは、イザヤ35章や61章で言われる恵みの日は、復讐の日、さばきの日でもある
    - この嘆きや疑問は不信仰から出たものではなく、信頼しているからこその訴えである
    - 嘆きの中でも神への信頼を捨てることなく、切なる思いを神に注ぎ出す
  - ヘブル10:37で「来たるべき方」について言及する
    - "あなたがたが神のみこころを行って、約束のものを手に入れるために必要なのは、忍耐です。
    「もうしばらくすれば、来たるべき方が来られる。遅れることはない。
    わたしの義人は信仰によって生きる。もし恐れ退くなら、わたしの心は彼を喜ばない。」
    しかし私たちは、恐れ退いて滅びる者ではなく、信じていのちを保つ者です。"
    ヘブル人への手紙　10章36-39節
    - これはハバククからの引用
      - ハバククは、「いつまでですか、主よ」1:2からはじまる
      - 恐れ退いて滅びることは「つまずく」こと。義のために迫害にあっても忍耐する者は、死んでも生きて、
天の御国を受け継ぎます。
      - 14:1-12の死が無駄になることはない
  - この11:2-16:12段落は、来るべきエリヤが道を開いて、来るべき方が来て、知恵と力あるわざを行ったこと
に対して、来るべきエリヤが訴える悔い改めの教えに聞き従うのか、その預言のことばを聞きたくないが故に、つま
ずき、そのことばを殺すのかが問われている。



マタイ福音書11:2-16:12は、「悔い改めなさい。天の御国が近づいた」という主題を軸に、主イエスが力あ
るわざと知恵の教えをもって人々を悔い改めへと招く中で、それに対して人はどう応答するのかを問う段落
です。ちょうどこの部分は、二度にわたって登場するバプテスマのヨハネ（11:2-19および14:1-12）を“導
入”として、奇跡（力あるわざ）と知恵（たとえ話などの教え）が並列に提示されている構造が際立ちます。
マラキ書に描かれる「来るべきエリヤ」のイメージと照らし合わせつつ、ヨハネの問いかけ（11:3「来るべ
き方はあなたなのか」）を中心に、イエスこそ真に来るべきメシアであるということが示され、しかしそれ
を受け入れるか、つまずいて排除するかが厳粛に問われているのです。

以下では、この段落全体の文学的構成と神学的焦点を簡単に整理しながら、バプテスマのヨハネの問いやそ
の背後にある旧約の預言との関係について概観します。

1. 段落の大まかな区分構造  

(1) 11:2-19 → バプテスマのヨハネの問いかけとイエスの応答  

11:2-6で、獄中のヨハネがイエスに「来たるべき方はあなたか」と問いただします。
11:7-19でイエスはヨハネの正体（「来るべきエリヤ」としての務め）を明らかにしながら、人々の反
応（受け入れ・拒絶）を示します。

(2) 11:20-12:45 → イエスの力あるわざと人々の反応  

奇跡によってもなお悔い改めない町々へのわざわい（11:20-24）
安息日論争やファリサイ派の敵意の深まり（12章）
悔い改めを拒み続ける者に対する厳しい警告（12:38-45）

(3) 13:1-53 → イエスの知恵の教え（たとえ話）  

種まきのたとえをはじめとする天の御国の奥義に関わる諸たとえ（13:1-52）
イエスの教えに対する人々の理解（13:53）

その後、14章に入り再びヨハネの物語（14:1-12）が回想され、続いて14:13-36、15:21-39ではイエスの奇
跡（力あるわざ）が、15:1-20、16:1-12では再度の教え（知恵）が展開していきます。こうして「力あるわ
ざ（奇跡）／知恵の教え」という組み合わせが繰り返され、両方を引き立てるようにしてヨハネの物語が導
入として配置されている点が、この全体の構造を際立たせています。

2. 二回登場する「ヨハネ物語」とエリヤ的モチーフ  

(1) 11:2-19：バプテスマのヨハネは「来るべきエリヤ」  

マラキ4:5（口語訳や新改訳では3:23）によれば、メシア到来の前に「エリヤが来る」ことが予告され
ています。マタイ3章でもヨハネは悔い改めを呼びかけ、人々を裁きに備えさせる務めを担っていまし
た。



ここでヨハネがイエスに「来たるべき方はあなたですか」と問うのは、主を疑っているというより、
「約束されている裁きがまだ実現しないのはなぜなのか」という切実な問いの表明と見ることができま
す。旧約の預言には、メシアによる恵みの時と同時に神の復讐の日も語られており（例：イザヤ61:1-
2）、それらが即座に成就しないことへの嘆きが背景にあると考えられます。

(2) 14:1-12：ヨハネの死と「偽支配者」との対立  

ここでもエリヤ物語（列王記におけるアハブ王やイゼベルとの対立）を想起させるように、権力をふる
うヘロデの陰謀によって殺されてしまうヨハネの姿が描かれます。
まさに「義のために迫害される者」（5:10）としてのヨハネが、地上の権力との対立の中で犠牲にな
る。しかしその死は神の計画の中で無駄になることはなく、人々に悔い改めを促す警告としての意味を
持つことが、マタイ福音書全体の文脈から示唆されます。

3. なぜヨハネは「来るべき方はあなたですか」と問うのか  
この問いは、以下のような解釈がされてきました。

1. ヨハネ自身が、本当にイエスが約束のメシアなのか一時的に疑念を抱いた。
2. ヨハネは確信を持っていたが、弟子たちに直接イエスの言葉を聞かせるために問いを発した。
3. ヨハネは、メシアは直ちにイスラエルを裁くと期待していたが、その「時機の遅れ」に対して失望を覚
えた。

しかしマタイ3章におけるヨハネ自身の宣教を踏まえると、ヨハネはイエスこそが真のメシアであることを
確信していたと言えます。したがってここの問いは「不信仰」の表れというよりも、「いつまでですか、主
よ」（ハバクク1:2）のような預言者に典型的な嘆きの叫びと理解するほうが自然です。

旧約では、メシア的救いが到来する「恵みの時」は同時に「復讐の日」でもあり（イザヤ61:2など）、ヨハ
ネは獄中からその裁きが始まらないことに対して神に訴えている姿がここに映し出されています。

4. ヘブル10章とハバククの引用  
ヘブル10:37で「もうしばらくすれば、来たるべき方が来られる。遅れることはない」という一節がありま
すが、これはハバクク書からの引用です。ハバクク書1:2が「いつまでですか、主よ」という嘆きではじまる
ように、預言者は神に対し率直に嘆きを注ぎ出します。それは「神を信頼していないから」ではなく、むし
ろ「信頼するがゆえの訴え」であるというパラドックスを孕んでいます。

マタイ福音書におけるヨハネも、獄中から同じように神への忠誠を失わず、そのタイミングを問う嘆きを発
しているのだと考えられます。主イエスは、それに対してイザヤの預言（盲人が見、足の不自由な者が歩
く）を引用しながら、いま実際に神の国の力があらわされている事実を伝え、ヨハネに「つまずかない人は
幸いである」（11:6）と語りかけるのです。

5. この段落の神学的メッセージ  



まとめると、11:2-16:12は「来るべきエリヤ」（ヨハネ）によって備えられた道を、真の「来るべき方」
（イエス）が力あるわざと知恵の教えをもって進む局面を描きます。そこでは悔い改めを呼びかける預言の
声を聞く者と、むしろその声に「つまずいて」排除してしまう者とが対比されます。

ヨハネが呼びかける悔い改め（11:2-19; 14:1-12）
イエスによる力あるわざ（奇跡）と知恵の教え
それに対する人々の応答：聞き従うのか、あるいは拒絶するのか

旧約におけるエリヤの姿やハバククの嘆きなどが背景として複合的に想起されることで、イエスとその先駆
者ヨハネの務めが神の計画の上で連続性をもって位置づけられています。マタイ福音書の読者は、ヨハネの
ように「いつまでですか、主よ」と嘆きながらも「神を信じる」歩みを続けること、そしてイエスの行いと
教えに正しく応答し、決して「恐れ退いて滅びる者」（ヘブル10:39）にならないよう、呼びかけられてい
ると言えるでしょう。

このように見ると、11:2-16:12の全体は、メシア到来の恵みと裁きの緊張関係を明確に描き出しています。
神の国が始まっている現実は確かにある。しかしその完成・最終的な裁きはまだ先にある。それゆえ本書の
読者は、その“すでに”と“まだ”のはざまで信仰に生き、悔い改めて御国を待ち望むように促されているので
す。

この分析について評価してください  
OpenAI o1  

全体として、マタイ11:2-16:12における構成と神学的主題を、旧約背景（特にマラキやエリヤ、ハバクク）
との関連から整理している点は非常に的を射ています。また、「悔い改めなさい、天の御国が近づいた」と
いうマタイ福音書の主要テーマと結びつけながら、イエスの「知恵」と「力あるわざ」という二大要素の展
開を、バプテスマのヨハネの物語と交錯させて描き出しているという構造分析は、テキストの流れを理解す
る上で有益です。以下、もう少し細かい観点から評価と補足を提示します。

1. 構造分析の明快さ  
11:2-19 / 14:1-12を「ヨハネの話」として位置づけ、それぞれが奇跡（力あるわざ）と知恵（教え）の
パートを導入する役割を持っている、という見方は非常に説得力があります。
マタイ福音書がヨハネの物語を二度配置している意義を「エリヤ像（列王記）」と結びつけて論じる点
も、文脈と旧約的背景を結ぶ助けになっています。

評価  

テキストを「聞き従うか、つまずくか」という二択の問いに集約する流れもわかりやすく、マタイがし
ばしば取り上げる「つまずき（スキャンダロン）」というモチーフ（cf. 13:21, 13:57, 18:6など）を、
11:6へとスムーズに結びつけています。

2. ヨハネの問い「来るべき方はあなたですか」の解釈  



11章におけるヨハネの問いを、「疑い」なのか「弟子教育のため」なのか、あるいは「神の裁きが遅延
していることへの嘆き」なのかという複数の視点を提示している点は、古来からの諸解釈をしっかりと
押さえています。
特に本稿で強調されている、「ハバクク1:2に通じる、預言者に特有の“嘆きの信仰表明”」という見方
は、学術的にも信条的にもバランスがとりやすく、読み手に納得を与えます。

補足の観点  

ヨハネの問いが「不信仰からの疑問ではなく、信仰の延長での切実な問い」という視点は、マタイ3章
でヨハネが語ったメシア観（「打ち場をきれいにされる」「即刻裁かれる」イメージ）からのズレをど
う扱うか、という問題にも応答しています。
当時のユダヤ的背景においては「メシアの出現＝イスラエル回復と異邦人への裁きが一挙に来る」と思
われていた可能性が高いため、こうした時期尚早感・落胆がヨハネにあっても不思議ではありません。
そうした「すでに／まだ」の張力（神の国の“到来”と“完成”が同時に存在する視点）をしっかりと位置
づけている点は評価できます。

3. 旧約との関連付け  
マラキ書（特に4章5節、あるいは3:1）の引用や、イエス自身がイザヤ35章・61章に含まれる回復の預
言を想起させる語り方をすることへの言及は、マタイ福音書が「イエス＝成就されたメシア」であるこ
とを示す意図を明確化します。
また、「復讐の日」と「恵みの日」が本来不可分であることを指摘しつつ、それがマタイ福音書のイエ
スの活動には見かけ上まだ全面的に実現していない、という神学的緊張も説明されています。

評価  

ヘブル10:37を引用し、ハバククの「いつまでですか」という預言的嘆きに重ねる手法は、キリスト者
にとっての「忍耐」「つまずかないこと」の重要性を説く流れとして非常に整合的です。
ただし、マタイ福音書の読者層をどの程度ユダヤ人として想定するか、あるいはより普遍的な読者とし
て想定するかによって、旧約引用のニュアンスも微妙に異なってきますが、本稿の主張を大きく覆すも
のではありません。

4. 全体の神学的メッセージ  
「悔い改め」と「御国の到来（すでに／まだ）」というテーマの中で、イエスの行動と教えが提示さ
れ、それに対して人々がどのように反応するか――この枠組み自体がマタイ福音書全体を貫く大筋に重
なります。
11:2-16:12という大きめの区画に注目し、繰り返し登場するヨハネの物語を“導入モチーフ”として整理
したことは、マタイの構造を理解する上で示唆に富んでいます。

評価  

テキストを単なる歴史的逸話の羅列ではなく、「構造」と「神学的意図」の双方から読む視点がバラン
スよく示されているのは大きな強みです。



同時に、説教や適用に結びつける際は「悔い改めて従うか、拒絶してつまずくか」という二極化の先
に、神の恵みと裁きがどう展望されていくかがさらに深められると、現代的意義がより一層立体的に伝
わります。

総合評価  
旧約預言（特にマラキ、イザヤ、ハバクク）との関係を踏まえながら、マタイ福音書の構成（ヨハネ物
語 → 奇跡・教え）を丁寧に読み解いている点は優れており、非常に分かりやすい分析といえます。
「ヨハネの問い」をめぐる理解が、旧約の預言者たちの嘆きと結びついている点も興味深く、学術的に
もよく議論されてきた論点をふまえているので、説得力があります。
さらに深めるとすれば、マタイ福音書独自の表現（例：メシア的称号、旧約引用の仕方、群衆と弟子た
ちの反応）や、当時のユダヤ社会・政治情勢（ヘロデ一族の統治など）との関係を補足することで、よ
り具体性をもって読者に臨場感を伝えることができるでしょう。

結論としては、分析の全体像と骨格は非常に良く整理されており、神学的視点と文学的構造がきちんと噛み
合っていると評価できます。ここからさらに細部の聖書本文や歴史背景、ユダヤ的文脈を加味すると、一層
豊かな理解に至ることができるでしょう。
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